
1

タ
イ
ト
ル

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

お

宝

鑑

定

家

～

「

う

～

ん

、

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

！

」35

登

場

人

物

剛

田

（

ご

う

だ

）

：

剛

田

質

店

の

店

主

。

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

な

品

物

し

か

鑑

定

・
買

取

し

な

い

。
常

に

優

雅

で

、
ク

セ

が

強

い

。
口

癖

は

「

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

！

」

。

白

金
（

し

ろ

が

ね

）
：
剛

田

質

店

の

見

習

い

鑑

定

士

。
常

識

的

で

心

配

性

。
剛

田

に

振

り

回

さ

れ

が

ち

。

来

客
（

若

い

女

性

）
：
サ

フ

ァ

イ

ア

製

の

ア

ブ

ロ

ー

ラ

ー

を

持

ち

込

む

。



シ

ー

ン

1

：

剛

田

質

店

の

朝



2

（

剛

田

質

店

の

豪

華

な

店

内

。

天

井

に

は

シ

ャ

ン

デ

リ

ア

、

棚

に

は

眩

い

ば

か

り

の

宝

飾

品

が

並

ぶ

。

白

金

が

掃

除

を

し

て

い

る

。

）

白

金

：
「
（

独

り

言

で

）
こ

れ

で

最

後

か

な…

。

あ

あ

、

剛

田

さ

ん

が

も

う

少

し

普

通

の

店

主

だ

っ

た

ら…

。

」

（

ド

ア

ベ

ル

が

鳴

り

、

剛

田

が

颯

爽

と

登

場

。

マ

ン

ト

を

翻

し

な

が

ら

。

）

剛

田

：

「

お

お

、

白

金

！

朝

か

ら

掃

除

と

は

感

心

だ

な

。

だ

が

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

た

る

も

の

、

掃

除

に

も

優

雅

さ

を

求

め

ね

ば

な

ら

ん

ぞ

。

」

白

金

：
「
（

た

め

息

）
お

は

よ

う

ご

ざ

い

ま

す

、

剛

田

さ

ん

。

」

剛

田

：

「

さ

あ

、

今

日

も

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

な

お

宝

を

迎

え

入

れ

る

準

備

は

整

っ

て

い

る

か

ね

？

」

白

金

：

「

は

い…

多

分

。

で

も

、

普

通

の

品

物

も

た

ま

に

は

買

取

っ

た

方

が

経

営

的

に…

」



3

剛

田

：

「

フ

ッ

！

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

た

る

も

の

、

妥

協

は

許

さ

れ

ん

！

『

優

雅

た

れ

』

が

我

が

信

条

だ

。

」

白

金

：
「
（

心

の

声

）
ま

た

始

ま

っ

た

よ…

。
」

シ

ー

ン

2

：

『

サ

フ

ァ

イ

ア

製

の

ア

ブ

ロ

ー

ラ

ー

』

登

場（

ド

ア

ベ

ル

が

鳴

り

、

若

い

女

性

が

入

店

。

手

に

は

青

い

輝

き

を

放

つ

物

体

。

）

女

性

：

「

こ

ん

に

ち

は

。

こ

れ

、

鑑

定

し

て

い

た

だ

け

ま

す

か

？

」

白

金

：

「

（

物

体

を

見

て

）

ア

ブ

ロ

ー

ラ

ー

で

す

か

？

」

剛

田

：

「

ふ

む…

（

物

体

を

手

に

取

る

）

こ

れ

は…

！

」

白

金

：

「

剛

田

さ

ん

、

ま

さ

か…

」
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剛

田

：

「

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

！

こ

れ

は

た

だ

の

ア

ブ

ロ

ー

ラ

ー

で

は

な

い

。

サ

フ

ァ

イ

ア

製

だ

！

」

白

金

：

「

え

え

っ

！

？

サ

フ

ァ

イ

ア

で

エ

ク

サ

サ

イ

ズ

す

る

な

ん

て…

」

剛

田

：

「

運

動

で

す

ら

優

雅

に

こ

な

す

。

こ

れ

ぞ

真

の

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

た

る

証

！

」

女

性

：

「

父

の

遺

品

な

ん

で

す

。

こ

の

サ

フ

ァ

イ

ア

製

の

ア

ブ

ロ

ー

ラ

ー

を

使

っ

て

筋

ト

レ

を

し

て

い

た

ん

で

す

け

ど

、

私

に

は

ち

ょ

っ

と

合

わ

な

く

て…

。

」

白

金

：

「

（

驚

き

）

お

父

様

、

随

分

と

珍

し

い

趣

味

を

お

持

ち

だ

っ

た

ん

で

す

ね…

。

」

剛

田

：

「

ふ

む…

（

ア

ブ

ロ

ー

ラ

ー

を

じ

っ

く

り

見

つ

め

な

が

ら

）

石

言

葉

を

知

っ

て

い

る

か

ね

？

」

白

金

：

「

え

？

石

言

葉

で

す

か

？

」
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剛

田

：

「

サ

フ

ァ

イ

ア

は

誠

実

、

知

恵

、

そ

し

て

不

屈

の

精

神

を

象

徴

す

る

。
こ

れ

を

使

え

ば

、

体

だ

け

で

な

く

心

も

鍛

え

ら

れ

る

と

い

う

こ

と

だ

！

」

女

性

：

「

（

感

動

し

て

）

そ

ん

な

深

い

意

味

が

あ

っ

た

ん

で

す

ね…
！

」

白

金

：

「

剛

田

さ

ん

、

そ

れ

本

当

で

す

か

？

」

剛

田

：

「

も

ち

ろ

ん

だ

と

も

！

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

な

品

に

は

物

語

が

宿

る

の

だ

。

」

シ

ー

ン

3

：

実

際

に

ア

ブ

ロ

ー

ラ

ー

を

試

す

（

剛

田

が

ア

ブ

ロ

ー

ラ

ー

を

手

に

取

り

、

店

内

の

ス

ペ

ー

ス

を

確

保

す

る

。

）

剛

田

：

「

白

金

よ

、

こ

れ

を

使

っ

た

優

雅

な

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

を

披

露

し

よ

う

。

」

白

金

：

「

い

や

、

そ

ん

な

必

要

な

い

と

思

い

ま

す

け

ど…

。

」
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剛

田

：

「

黙

り

た

ま

え

！

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

た

る

も

の

、

実

践

な

く

し

て

何

を

語

る

！

」

（

剛

田

、

ア

ブ

ロ

ー

ラ

ー

を

使

い

始

め

る

。

動

作

は

驚

く

ほ

ど

優

雅

で

、

ま

る

で

ダ

ン

ス

の

よ

う

。

）

（

店

内

に

は

ク

ラ

シ

ッ

ク

音

楽

が

流

れ

始

め

る

。

剛

田

が

ゆ

っ

た

り

と

ア

ブ

ロ

ー

ラ

ー

を

転

が

し

、
戻

す

た

び

に
「

う

～

ん

、
ゴ

ー

ジ

ャ

ス

！
」

と

声

を

上

げ

る

。

）

剛

田

：

「

見

よ

、

こ

の

流

れ

る

よ

う

な

フ

ォ

ー

ム

！

そ

し

て…

」

（

剛

田

の

額

に

汗

が

滲

む

。

そ

の

汗

が

ラ

イ

ト

に

反

射

し

て

キ

ラ

キ

ラ

輝

く

。

）

白

金

：

「

剛

田

さ

ん…

な

ん

で

汗

ま

で

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

な

ん

で

す

か

！

？

輝

き

す

ぎ

て

逆

に

怖

い

で

す

！

」
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剛

田

：

「

フ

フ…

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

た

る

も

の

、

汗

す

ら

宝

石

の

よ

う

に

美

し

く

な

る

の

だ

。

」

（

音

楽

が

ク

ラ

イ

マ

ッ

ク

ス

に

達

し

、

剛

田

が

ポ

ー

ズ

を

決

め

る

。
女

性

客

が

拍

手

を

す

る

。
）

女

性

：

「

す

ご

い…
父

も

こ

ん

な

風

に

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

し

て

い

た

の

か

も

し

れ

ま

せ

ん

！

」

白

金

：

「

い

や

、

そ

れ

は

な

い

と

思

い

ま

す

け

ど…

。

」

（

剛

田

、
ア

ブ

ロ

ー

ラ

ー

を

そ

っ

と

置

き

直

し

、

静

か

に

息

を

整

え

る

。

）

剛

田

：

「

さ

あ

、

こ

れ

で

こ

の

ア

ブ

ロ

ー

ラ

ー

の

本

質

を

完

全

に

理

解

し

た

。

次

は

価

格

を

考

え

る

番

だ

。

」

シ

ー

ン

4

：

金

額

発

表

女

性

：

「

と

こ

ろ

で

、

い

く

ら

で

買

取

っ

て

い

た

だ

け

ま

す

か

？

」
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剛

田

：

「

こ

れ

ほ

ど

の

逸

品

、

値

を

付

け

る

の

は

容

易

で

は

な

い

。

し

か

し…

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

の

基

準

を

満

た

す

も

の

と

し

て

、150

万

円

と

見

た

！

」

白

金

：

「150

万

円

！

？

そ

ん

な

高

額

で

ど

う

す

る

ん

で

す

か

！

」

剛

田

：

「

白

金

よ

、

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

に

価

値

を

問

う

な

ど

野

暮

と

い

う

も

の

だ

。

」

女

性

：

「

本

当

で

す

か

！

？

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

！

」

（

女

性

が

去

っ

た

後

、
白

金

が

頭

を

抱

え

る

。
）

白

金

：

「

剛

田

さ

ん

、

本

当

に

大

丈

夫

な

ん

で

す

か

？

」

剛

田

：

「

フ

ッ

、

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

た

る

も

の

、

後

悔

し

な

い

。

そ

れ

が

真

の

美

学

だ

！

」

エ

ピ

ロ

ー

グ

：

剛

田

の

筋

ト

レ

の

結

末
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（

夜

、

剛

田

が

自

宅

の

豪

華

な

リ

ビ

ン

グ

で

ア

ブ

ロ

ー

ラ

ー

を

使

っ

て

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

し

て

い

る

。

）

剛

田

：

「

フ

ッ…

こ

れ

で

さ

ら

に

優

雅

に

磨

き

が

か

か

る

！

」

（

剛

田

が

フ

ォ

ー

ム

を

完

璧

に

保

ち

な

が

ら

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

す

る

様

子

を

ス

ロ

ー

モ

ー

シ

ョ

ン

で

描

写

。

汗

が

宝

石

の

よ

う

に

輝

き

、

音

楽

も

壮

大

に

流

れ

る

。

）

（

翌

朝

、

質

店

に

て

。

）

白

金

：

「

お

は

よ

う

ご

ざ

い

ま

す…

剛

田

さ

ん

！

？

な

ん

で

す

か

そ

の

ぎ

こ

ち

な

い

動

き

は

！

」

剛

田

：

「

白

金

よ…

筋

肉

痛

も

ま

た

、

優

雅

の

証

だ

。

」
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白

金

：

「

も

う…

夜

な

夜

な

筋

ト

レ

な

ん

か

す

る

か

ら

で

す

よ

！

ち

ゃ

ん

と

仕

事

し

て

く

だ

さ

い

！

」

剛

田

：

「

フ

フ…

そ

れ

も

そ

う

だ

な

。

さ

あ

、

今

日

も

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

に

参

ろ

う

！

」

（

白

金

が

た

め

息

を

つ

き

、

剛

田

が

気

合

を

入

れ

る

と

こ

ろ

で

幕

を

閉

じ

る

。

）

終

幕
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